
生年別合格者数(1/2) 生年別合格者数(2/2) 平均年齢 39.20歳

生 年 人 数 生 年 人 数 最低年齢 20歳 2人

平成17年 2 昭和57年 12 最高年齢 65歳 1人

平成16年 3 昭和56年 20

平成15年 5 昭和55年 14 ※ 年齢は R8.2.13 現在

平成14年 6 昭和54年 22

平成13年 2 昭和53年 12 受験地別合格者数

平成12年 7 昭和52年 13 受 験 地 人 数

平成11年 12 昭和51年 7 東　京 197

平成10年 13 昭和50年 9 大　阪 63

平成９年 16 昭和49年 15 名古屋 72

平成８年 16 昭和48年 4 広　島 29

平成７年 18 昭和47年 4 福　岡 51

平成６年 20 昭和46年 10 那　覇 12

平成５年 18 昭和45年 8 仙　台 27

平成４年 22 昭和44年 4 札　幌 22

平成３年 27 昭和43年 6 高　松 16

平成２年 14 昭和42年 2 合計 489

平成元年 16 昭和41年 4

昭和64年 2 昭和40年 3

昭和63年 14 昭和39年 2

昭和62年 16 昭和38年 2

昭和61年 15 昭和37年 2

昭和60年 20 昭和36年 1

昭和59年 15 昭和35年 1

昭和58年 13 合計 489

（問合せ先）  民事局民事第二課
  電話０３－３５８０－４１１１
（内線２４３９）

令和７年度土地家屋調査士試験の最終結果について

令和８年２月１３日
法　　  務　　  省

土地家屋調査士法（昭和２５年法律第２２８号）第６条第１項の規定による令和４年度土地家
屋調査士試験の合格者が発表されました。

同試験の結果の概要は、下記のとおりです。
なお、令和４年度土地家屋調査士試験合格者の「受験地・受験番号・氏名」は、令和５年３月

１０日付け官報に掲載される予定です。
記

試験日 筆記試験（令和４年１０月１６日）、口述試験（令和５年１月２６日）
受験者数 ４，４０４人（午前の部及び午後の部の双方を受験した者の数をいう。）
合格者数 ４２４人(男３８９人・９１．７％ 女３５人・８．３％)
筆記試験合格点 午前の部の試験を受験した者

午前の部の試験 満点１００点中６８．０点以上
かつ

午後の部の試験 満点１００点中７９．５点以上

午前の部の試験を免除された者
午後の部の試験 満点１００点中７９．５点以上

午前の部の試験のうち、多肢択一式問題については満点６０点中３０．０点に、記述式問題に
ついては満点４０点中３２．０点に、午後の部の試験のうち、多肢択一式問題については満点５
０点中３７．５点に、記述式問題については満点５０点中３４．０点にそれぞれ達しない場合に
は、それだけで不合格とされた。

土地家屋調査士法（昭和２５年法律第２２８号）第６条第１項の規定による令和７年度土地家屋調査士試験の

合格者が発表されました。

同試験の結果の概要は、下記のとおりです。

なお、令和７年度土地家屋調査士試験合格者の「受験地・受験番号・氏名」は、令和８年３月６日付け官報に

掲載される予定です。

記

試験日 筆記試験（令和７年１０月１９日）、口述試験（令和８年１月２２日）

受験者数 ４，８２４人（午前の部の試験を免除された者であって午後の部を受験した者並びに

午前の部及び午後の部の双方を受験した者の数をいう。）

合格者数 ４８９人(男４３０人・８７．９％ 女５９人・１２．１％)

筆記試験合格点 午前の部の試験を受験した者

午前の部の試験 満点１００点中７０．０点以上

かつ

午後の部の試験 満点１００点中７６．０点以上

午前の部の試験を免除された者

午後の部の試験 満点１００点中７６．０点以上

午前の部の試験のうち、多肢択一式問題については満点６０点中３０．０点に、記述式問題については満点４

０点中３２．０点に、午後の部の試験のうち、多肢択一式問題については満点５０点中３７．５点に、記述式問

題については満点５０点中３２．５点にそれぞれ達しない場合には、それだけで不合格とされた。


	ホームページ掲載用

